別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費
	事業名:　新ビル運営支援システム運用事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　　　　
商工労働部　情報産業課　ＩＴ拠点担当　電話番号：058-272-1111（内3115）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：　13,180千円（前年度予算額：0千円）

　　　　　　
	事業内容


	１　事業の内容


　ソフトピアジャパンビル運営支援システムは、県有３施設（センタービル、ドリーム・コア、アネックス）の入居施設管理、貸出施設管理、施設利用料金の請求収納管理といった機能を有し、指定管理者による効率的な施設管理を実現するためのシステムである。
　本業務により、同システムの移行作業、機器賃貸借及び保守管理業務の委託を実施し、システムの利用環境を整備する。

　また、平成２４年度より本システム運用業務委託（H23委託費:11,932,950円）は、指定管理業務に移行している。
　（１）機器導入・システム移行（仮想化）

機器更新に伴い、現行アプリケーションを使用できる環境を構築する
　（２）機器賃貸借　５年間

　　　　機器構成：サーバ１台、バックアップ装置一式、クライアントＰＣ５台、ＵＰＳ１台、その他プリンタ、ハブ等
　（３）保守管理業務　５年間

　　　　業務内容：・ハードウェア管理（定期保守、臨時保守、状況監視等）

　　　　　　　　　・ソフトウェア管理（マイナーバージョンアップ、バグ対応、ログ採取等）

　　　　　　　　　・定期報告等

○契約期間：平成24年4月1日から平成29年9月30日

○機器賃貸借・保守業務委託期間：平成24年10月1日から平成29年9月30日
　【情報システム導入審査会協議済み】
	２　所要経費


◎総事業費（平成２４年４月～平成２９年９月）　　　32,198千円

○委託料（システム設置費・システム移行費）〔単年〕　8,599千円
○賃借料（機器賃貸借）〔債務負担〕　　　　　　　　　5,480千円

(91,308円×１２月×５年)　
○委託料（保守管理業務）〔債務負担〕　　　　　　　 12,636千円

(2,526,432円／年×５年)　
○賃借料（再リース分）　                             756千円

(454,702円／６月＋301,266円／６月)　
       2,714千円

(301,266円／６月×２×４年＋301,266円／６月)

○委託料（再リース分保守管理業務）　               1,581千円

(1,580,670円／６月)
　　※対象機器の老朽化のため、破損した場合は翌年度新規要求

○備品購入費（ソフトウェア買取）〔単年〕　            432千円

※債務負担（５年）17,000千円
  〔債務負担：(1,096千円×4年＋548千円)＋(2,527千円×4年＋1,264千円)＝16,304千円〕
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	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　　◆ソフトピアジャパンのＩＴ関連企業の集積や優れた情報基盤を活用し、地域産業の高度化を担う産業人材を育成・供給し、地元のＩＴ企業の競争力を強化する。
	２　これまでの取組状況


　ビル運営支援システムは、平成８年６月のソフトピアジャパンセンター開館以来使用してきたが、老朽化・陳腐化による支障が生じてきたことから、情報関連業務戦略的アウトソーシング事業において更新を実施し、平成１８年４月から新システムとして稼働している。新システムに係る機器賃貸借、保守管理委託契約が平成２２年１０月末で終了となったため、平成２２年１１月から平成２４年３月までの期間において機器を再リースし、同機器にかかる保守管理委託契約を締結していた。
	３　これまでの取組に対する評価


　平成１７年度までの財団法人ソフトピアジャパンによる施設管理、平成１８年度以降のソフトピアジャパンセンター指定管理者による施設管理において、ビル運営支援システムを利用して、入居施設管理、貸出施設管理において効率的かつ適切な施設管理を実施してきた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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